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A
開
院
か
ら
33
年
が
経
過
し
て
い
る

市
民
病
院
の
建
物
は
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
静
岡
県
が
定
め
る
東
海
地

震
に
対
す
る
耐
震
性
に
お
い
て
は
、
倒
壊
す

る
危
険
性
は
低
い
が
、
か
な
り
の
被
害
を
受

け
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
建
物
、つ
ま
り「
耐

震
性
が
や
や
劣
る
建
物
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
は
「
災
害
拠
点
病
院
」
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
建
物

で
は
、
そ
の
機
能
の
維
持
が
困
難
な
状
況
で

す
。
こ
の
た
め
、
市
民
の
命
を
守
る
施
設
と

し
て
の
体
制
・
設
備
・
機
能
を
備
え
た
新
病

院
の
建
設
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

A
現
地
で
建
て
替
え
る
と
し
た
場
合

に
必
要
な
用
地
の
範
囲
は
、
次
ペ
ー

ジ
図
面
の
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
と
な
り
ま
す
。
い
ず

れ
の
範
囲
も
、
現
病
院
敷
地
に
加
え
て
、
新

た
な
用
地
取
得
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

A
現
病
院
敷
地
内
の
地
盤
は
、
建
設

当
時
な
ど
に
地
盤
を
掘
削
し
て
行

わ
れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
（
33
カ
所
の
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
）
の
結
果
に
よ
る
と
、

「
軟
弱
地
盤
帯
」（
沼
地
）
で
あ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

基
礎
を
打
ち
込
む
岩
盤
ま
で
の
深
さ
は
、

約
12
～
38
ｍ
。
敷
地
の
東
側
に
向
か
っ
て
基

礎
岩
盤
が
深
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
現
病
院

東
側
の
駐
車
場
は
、
沼
地
が
さ
ら
に
深
く
な

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
東
海
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８

程
度
）
を
想
定
し
た
「
第
３
次
地
震
被
害
想

定
結
果
」（
平
成
13 

年
５
月
静
岡
県
公
表
）

に
お
い
て
、
市
中
心
部
の
推
定
震
度
は
「
６

弱
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
現
病
院
敷

地
周
辺
の
震
度
は
「
６
弱
～
６
強
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
県
に
よ
る
液
状
化
危
険
度
の
想
定

で
は
、
現
在
の
病
院
本
体
部
分
の
危
険
度
が

「
な
し
」
と
判
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現

病
院
東
側
の
駐
車
場
（
Ｂ
）
か
ら
北
側
（
Ｃ
）

に
か
け
て
は
、
危
険
度
が
「
小
～
大
」
と
判

定
さ
れ
て
お
り
、
地
震
発
生
時
の
液
状
化
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

A
地
震
の
問
題
や
液
状
化
の
懸
念
を

踏
ま
え
る
と
、
病
院
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
の
地
盤
も
ま
た
、
敷
地
同
様
に
良
好

で
は
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
震
災
時
に
交

通
が
分
断
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
分
断
さ
れ
た
場
合
、
復
旧
ま
で

に
時
間
を
要
し
、
け
が
人
を
運
ぶ
こ
と
が
不

可
能
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

A
今
回
の
基
本
構
想
で
は
、
地
域
医

療
や
利
用
率
な
ど
の
現
状
を
踏
ま

え
、
現
在
の
市
民
病
院
の
病
床
数
を
維
持
し

た
上
で
の
移
転
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
病
院
敷
地
内
で
建
て
替
え
た
場
合
、
敷

地
面
積
の
制
約
に
よ
り
、
建
物
が
△
型
の
よ

う
な
複
雑
な
形
状
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
建
物
は
現
在
と
比
較
し
て
高
層

化
す
る
こ
と
に
な
り
、
周
辺
住
宅
地
へ
の
日

影
規
制
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
病
院
敷
地
内
で
建
て
替
え
た
場

合
、
敷
地
規
模
の
制
約
か
ら
、
段
階
的
な
建

て
替
え
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
工
事

期
間
の
長
期
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
工
事
期
間
中
の
来
院
者
駐
車
場
は
約

１
０
０
台
分
し
か
確
保
で
き
な
い
上
、
騒
音

の
発
生
な
ど
、
周
辺
環
境
と
入
院
患
者
の
療

養
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

A
市
民
病
院
は
「
災
害
拠
点
病
院
」

の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
災
害

時
に
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
傷
病
者
や

医
療
物
資
な
ど
の
ピ
ス
ト
ン
輸
送
を
行
い
、

住
民
の
命
を
救
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
）
の
受
入
施
設
の
指
定
を

受
け
て
お
り
、
一
刻
を
争
う
重
篤
患
者
の
救

命
と
い
う
重
要
な
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
病
院
敷
地
内
に
は
ヘ
リ
ポ
ー

ト
が
常
設
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
井
川
河
川
敷

緑
地
公
園
や
ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ
多
目
的
広
場

な
ど
を
代
用
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
新

病
院
を
、
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
を

十
分
に
備
え
た
施
設
と
す
る
た
め
に
は
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
敷
地
内
に
併
設
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
現
病
院
敷
地
内
（
職
員
駐
車

場
）
へ
の
離
着
陸
に
関
す
る
説
明
会
を
、
平

成
21
年
に
地
元
町
内
会
や
近
隣
住
民
の
皆
さ

ん
に
対
し
て
６
回
開
催
し
ま
し
た
が
、
一
部

住
民
の
強
い
反
対
が
あ
り
、断
念
し
ま
し
た
。

―
　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
新
病
院
は
新

た
な
場
所
へ
の
移
転
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
病
院
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、

最
善
の
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

な
ぜ
市
民
病
院
を
建
て
替

え
る
必
要
が
あ
る
の
？

Q
現
地
で
建
て
替
え
る
と
し

た
ら
、
場
所
は
ど
こ
？

Q

現
病
院
の
敷
地
の
地
盤
は

地
震
に
対
し
て
大
丈
夫
？

Q

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
病
院
機
能
は
？

Q
新
病
院
の
形
状
や
規
模
と

工
事
中
の
周
辺
環
境
は
？

Q

な
ぜ
病
院
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト

が
必
要
な
の
？

Q

C

B
A

A現在の市民病院の敷地　B現地建て替え場所として考えられる範囲　C現地建て替え場所として考えられる範囲 

　

島
田
市
民
病
院
（
以
下
、
市
民
病
院
）
に
は
、
全
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
す
る
二
次

医
療
施
設
と
し
て
、
来
院
者
お
よ
び
医
療
関
係
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
容
易
さ
、
そ
し
て
、

来
院
時
の
利
便
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
市
民
の
最
大

関
心
事
の
一
つ
が
「
安
全
・
安
心
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
命

を
守
る
た
め
、
市
民
病
院
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、
最
善
の
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
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みんなの笑顔を
　診

み ま も

守るために

市民病院の未来


